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生徒心得（高等部）
せ い と こころえ こうとうぶ

生徒は、学校生 活を「げんきで、なかよく、けんめいに」過ごすために次の
せ い と がつこうせいかつ す つぎ

ことをしっかり守ろう。
まも

１．いつもこころがけること

（１） 元気にあいさつをし、すすんで 体 を動かそう。
げん き からだ うご

（２） 友だちと仲良くしよう。
とも なか よ

（３） 何ごとも、いっしょうけんめい取り組もう。
なに と く

２．朝の生 活
あさ せいかつ

（１） 毎日きまった時間に起きよう。
まいにち じ か ん お

（２） きちんと顔をあらい、歯をみがき、着替えをしよう。
かお は き が

（３） 朝のあいさつをしよう。
あさ

（４） 朝ごはんをきちんと食べよう。
あさ た

（５） 忘れものをしないように、持ちものや服装をたしかめてから、家や施設を
わす も ふくそう いえ しせつ

出よう。
で
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３．登・下校（学校に来るまで、家や施設につくまで）
とう げ こ う がつこう く いえ しせつ

（１） 交通のきまりを守り、事故のないよう気をつけよう。
こうつう まも じ こ き

① 信号を守ろう。
しんごう まも

② 道路を横断するときは、右･ 左 をよくたしかめて手をあげて歩こう。
ど う ろ おうだん みぎ ひだり て ある

③ バスのすぐ前やうしろを歩かないようにしよう。
まえ ある

（２） スクールバスに乗る人は、通過予定時刻５分前までには停留所でまって
の ひと つ う か よ て い じ こ く ふんまえ ていりゆうじよ

いるようにしよう。また乗 車後は、運転手さんや介護の先 生の言うことをき
じようしや ご うんてんしゆ かい ご せんせい い

いて、自分の席にすわろう。
じ ぶ ん せき

（３） 自主通学児童生徒は、電車やバスに乗り遅れないように、早めに駅やバ
じ し ゆ つうがく じ ど う せ い と でんしや の おく はや えき

ス停留所に行こう。
ていりゆうじよ い

（４） 電車やバスの中では、大 声を出したり、悪ふざけをするなど他人の迷惑
でんしや なか おおごえ だ わる たにん めいわく

になる行動はしないようにしよう。
こうどう

（５） 知らない人に声をかけられても、決してついて行かないようにしよう。
し ひと こえ けつ い

（６） 欠 席･遅刻･早退をするときは、事前に電話やその他の方法で学校また
けつせき ち こ く そうたい じ ぜ ん でんわ た ほうほう がつこう

は担 任の先 生に連絡しよう。登下校 中 に何らかの不都合が生 じた場合
たんにん せんせい れんらく と う げ こ う ちゆう なん ふ つ ご う しよう ば あい

も、電話等ですぐに学校や家庭に連絡しよう。
でんわ とう がつこう か てい れんらく

（７） より道をしないようにしよう。
みち
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４．学校での生 活
がつこう せいかつ

（１） 友だちや先 生、お 客 さまに進んであいさつをしよう。
とも せんせい きやく すす

（２） 「ありがとう。」「ごめんなさい。」を忘れないようにしよう。
わす

（３） ろうかを歩くときは、右 側を歩こう。
ある みぎがわ ある

（４） 教 室に入ったら、運動着（ジャージ）に着替えよう。
きようしつ はい う ん ど う ぎ き が

（５） 連 絡帳などは、忘れずに先 生にわたそう。
れんらくちよう わす せんせい

（６） 職 員 室、校長室、事務室、保健室などに用事があるときは、ノックをして
しよくいんしつ こうちようしつ じ む し つ ほけんしつ よ う じ

から入ろう。
はい

（７） 机 ・いす・ロッカーなどの備品や教 材は、大 切に 扱 い、使い終わった
つくえ びひん きようざい たいせつ あつか つか お

ら元の位置に戻そう。また、こわれたときは、先 生にすぐに連絡しよう。
もと い ち もど せんせい れんらく

（８） 自分の持ちものは、 机 の中やロッカーにきちんとしまい、友だちや学校
じ ぶ ん も つくえ なか とも がつこう

のものと区別しよう。
く べ つ

（９） 校内の清掃や美化に努めよう。
こうない せいそう び か つと

５．健康・安 全
けんこう あんぜん

（１） 頭髪や 体 ・衣服等は、いつも清 潔にしておこう。
とうはつ からだ い ふ く とう せいけつ

（２） 手洗いやうがい、歯磨きなどの習 慣を身につけよう。
て あ ら はみが しゆうかん み

（３） 食べ物は好き嫌いなく食べ、健康な 体 づくりを 心 がけよう。
た もの す きら た けんこう からだ こころ

（４） けがをしたり、気分が悪くなったときは、すぐに先 生に連絡し、保健室で
き ぶ ん わる せんせい れんらく ほけんしつ
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手当を受けよう。
て あ て う

（５） 危険なところには､近づかないようにしよう。
き け ん ちか

（６） 消火器･火災報知器には、手を触れないようにしよう。
し よ う か き か さ い ほ う ち き て ふ

（７） ガス器具･工作機械等には、 自 ら手を触れないようにし、先 生の指示を
き ぐ こうさく き か い とう みずか て ふ せんせい し じ

聞くようにしよう。
き

（８） ナイフなどの危険なものは、所持しない。
き け ん し よ じ

（９） 無断で外 出はしない。
むだん がいしゆつ

６．家や施設に帰ってからの生 活
いえ し せつ かえ せいかつ

（１） 家や施設に帰ったら、あいさつをし、手洗い、うがいをしよう。
いえ しせつ か え て あ ら い

（２） 学校からの連絡帳などは、家の人や施設の先 生に忘れずにわたそう。
がつこう れんらくちよう いえ ひと し せつ せんせい わす

（３） 決められた仕事や自分のできる手伝いをすすんでやろう。
き し ご と じ ぶ ん て つだ

（４） テレビは時間を決めてみるようにしよう。
じ か ん き

（５） 近所の人たちにもきちんとあいさつをしよう。
きんじよ ひと

（６） 何も言わず外 出しない。また、無断外泊および友だち同士での外泊は
なに い がいしゆつ むだん がいはく とも ど う し がいはく

やめよう。

（７） 夕ごはんはきちんと食べよう。
ゆう た

（８） お風呂に入り、 体 をきれいに洗おう。
ふ ろ はい からだ あら

（９） 毎日きまった時間に寝るようにしよう。
まいにち じ か ん ね
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７．服装･持ち物
ふくそう も ち も の

（１） 服装については、学校で決められたものを身につけよう。
ふくそう がつこう き み

① 通学の服装は標 準 服を着 用します。標 準 服については別に定め
つうがく ふくそう ひようじゆんふく ちやくよう ひようじゆんふく

ます。身だしなみには気をつけよう。
み き

② 学校での服装は、赤色の運動着で、上着の左 胸とズボンの後ろポケ
がつこう ふくそう あかいろ う ん ど う ぎ う わ ぎ ひだりむね うし

ットのところに名札をつけよう。（夏は、白の半 袖シャツ、高等部は赤の
なふだ なつ しろ はんそで こ う と う ぶ あか

半ズボンです。）
はん

③ 上履きは白の運動靴を使用し、下履きとはっきり区別しよう。また､
う わ ば しろ うんどうぐつ し よ う し た ば く べ つ

体育館では体育館用上履きを別に用意します。
たいいくかん たいいくかんよう う わ ば べつ よ う い

④ 作業学 習の授 業では、作業着を着 用しよう。
さぎようがくしゆう じゆぎよう さ ぎ よ う ぎ ちやくよう

⑤ はんかち、ちりがみはいつも持つようにしよう。
も

⑥ お金や時計などの貴重品は、担 任の先 生に預けよう。また、必要以外
かね と け い きちようひん たんにん せんせい あず ひつよう いがい

のものは、学校に持ってこないようにしよう。
がつこう も

⑦ 自分の持ちものには、名前や学年を記入しよう。
じ ぶ ん も な ま え がくねん きにゆう

⑧ 通学用のカバンは、肩掛けまたは背負いのものを使用しよう。
つうがくよう かた か せ お し よ う

⑨ 身分証明書は、 必 ず携帯しよう。
みぶんしようめいしよ かなら けいたい

⑩ 携帯電話は、紛 失等の危険があるので、学校にいる 間 は持ち歩かず
けいたい でんわ ふんしつ とう き け ん がつこう あいだ も ある

に担 任の先 生に預けよう。また、緊 急のとき以外は、携 帯電話を使用
たんにん せんせい あず きんきゆう いがい けいたい でんわ し よ う

しないようにしよう。
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⑪ 携帯電話の所持が必要な人は、使用許可を提 出しよう。
けいたいでんわ し よ じ ひつよう ひと し よ う き よ か ていしゆつ


